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き
れ
い
な
ま
ち
は
み
ん
な
の
手
で

　
　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表
示
板
を
更
新

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表
示
板
は

風
雨
等
で
ペ
ン
キ
の
文
字
が
不
鮮
明

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
十
日
町
市
・

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
こ
の

ほ
ど
市
内
約
六
百
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ

ヨ
ン
表
示
板
を
更
新
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

常
に
清
潔
に
し
、
ま
ち
の
美
観
を
そ

こ
な
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
近
所
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
お
互
い
に

注
意
し
た
い
も
の
。

ご
み
収
集
計
画
も
か
わ
り
窪
し
た

　
ご
み
収
集
計
画
も
、
去
る
四
月
一

日
か
ら
か
わ
り
ま
し
た
。
収
集
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
回
覧

舗簿．

屡

♂
鱒
匙

黛
欝
紛

黛
灘
鷺
酷

彦
〃
誤
鎌
恥

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
○
ご
み
は
、
収
集
日
以
外
に
は
絶

対
に
出
さ
な
い
。

　
○
事
業
所
、
工
場
、
商
店
等
で
排

出
さ
れ
る
多
量
の
ご
み
は
、
各
自
で

運
搬
す
る
等
適
切
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
○
廃
油
、
汚
泥
、
古
タ
イ
ヤ
、
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
等
は
、
自
己
処
理
ま

た
は
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る
よ
う

　
古
タ
イ
ヤ
は
、
メ
ー
カ
ー
に
引
取

っ
て
も
ら
う
か
、
埋
立
て
の
場
合
は

15

・
～
程
度
に
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　
O
収
集
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
次

回
送
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
回
覧
文
書
等

を
見
落
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

灘蒸豊叢鷺難簗蕊
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さ
い
。

市
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
資
制
度
の
ご
利
用
を

　
市
で
は
、
市
内
の
勤
労
者
を
対
象

に
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
住
宅
建
設

資
金
融
資
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
、
五
目
一
日
か
、
h
．
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
労
働
金
庫
テ
日
町

支
店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
融
資
対
象
者

　
一
、
二
年
以
上
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
。
二
、
労
働
金
庫
の
会
員

の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
。
三
、
市
内

手
を
つ
な
ζ
つ
世
界
の
若
者

　
世
界
青
少
年
交
流
協
会
で
は
、
日

本
青
少
年
代
表
団
と
し
て
海
外
へ
派

遣
す
る
青
少
年
（
十
八
歳
～
三
レ
歳
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
人
員
は
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
t
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
二

十
二
ヵ
国
、
千
百
八
卜
五
名
で
す
。

　
申
し
込
み
等
く
わ
し
く
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
に
要
項
を
準
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
自
か
ら
居
住
用
に
供
す
る
住
宅
を

新
増
改
築
す
る
者
（
住
宅
購
入
を
含

む
）
四
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

　
融
資
額

　
五
十
万
円
以
上
二
百
万
円
以
内

　
融
資
期
間

　
五
年
、
十
年
、
十
五
年
の
三
種
類

　
融
資
利
率

　
年
八
％
。
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く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工

課
魯
七
⊥
三
二
番
又
は
、
労
働

金
庫
十
日
町
支
店
曾
七
i
八
一
．
、
O
O

番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

融
雪
災
害
に

ご
注
意

　
気
候
も
ゆ
る
む
春
を
迎
え
、
各
地

で
融
雪
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
例
を
見
て
も
、
春
先
か
ら

融
雪
水
に
よ
る
河
川
の
増
水
に
伴
う

護
岸
の
決
壊
、
山
崩
れ
等
の
被
害
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　
各
家
庭
で
は
、
気
象
情
報
に
十
分

注
意
し
、
特
に
水
害
、
地
す
べ
り
、

山
崩
れ
等
の
災
害
に
よ
る
人
身
事
故

な
ど
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
根
津
征
二
（
川
原
町
）
…
…
七

干
円
▽
十
三
和
会
（
代
表
　
村
山
松

栄
）
…
…
一
二
万
円
▽
内
藤
直
義
（
椌

木
）
…
…
千
円
▽
十
日
町
実
業
高
校

生
徒
会
（
文
化
祭
益
金
）
…
…
四
万

八
千
五
百
八
十
二
円
　
▽
山
崎
ミ
エ

　
（
池
之
尻
）
香
典
返
し
…
…
三
万
円

▽
池
田
金
策
（
嘉
勝
）
香
典
返
し
…

…
五
万
円
▽
桑
原
一
郎
（
名
ヶ
山
）

…
…
十
万
円
。

　
電
線
に
ご
注
意

　
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
立

て
る
の
は
危
険
で
す
。
鯉
の
ぼ
り
を

立
て
る
と
き
は
、
周
囲
を
よ
く
確
か

め
て
か
ら
お
た
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）

明
る
い
家
庭
づ
く
り
推
進

地
区
に
吉
田
地
区
指
定

　
吉
田
地
区
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
推
進
地
区
と
し
て
県
よ
り
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
心
身
と
も
に
明
る
い
青
少
年
を
育

て
る
こ
と
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
は
じ

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。証
明
手
数
料
な
ど
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
、
市
の
証
明
書
な

ど
の
手
数
料
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　
身
分
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
、
住

民
票
の
写
し
、
土
地
建
物
証
明
、
そ

の
他
の
証
明
書
及
び
代
書
：
二
枚
に

つ
き
七
十
円
。
公
簿
の
閲
ら
ん
・
：
一

回
七
十
円
。
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手

数
料
：
二
件
五
十
円
。
な
お
、
転
出

証
明
書
の
一
枚
に
つ
き
五
十
円
、
戸

籍
謄
抄
本
七
十
円
（
一
枚
に
つ
き
）

は
そ
の
ま
ま
で
す
。

　
確
定
申
告
が
間
違
っ
て

　
い
る
と
き

　
昭
和
4
9
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

の
受
付
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
所
得

や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、
税
額

を
少
な
く
計
算
し
た
と
き
、
ま
た
、

税
額
を
多
く
計
算
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
修
正
、
更
生
の
請
求
が
で
き

ま
す
。
申
告
書
の
用
紙
は
、
十
日
町

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
税
務

署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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　新年度から、川治小学校に在宅訪問学級が開設され・

このほど桑原豊明君の自宅で在宅訪問学級の開級式が行なわれました・

豊明君は、校長先生から胸に名札をつけてもらい、思わずにっこり。

担任の山本先生の指導で、一生懸命勉強をつつけています。
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冬
季
の
生
活
革
命
を
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
実
、
公
正
、
清
潔
な
市
政
を

　
私
は
、
こ
の
た
び
市
民
の
み
な
さ

ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
再

び
市
政
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
責
任
の
重
大
さ
に

身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
。　
よ
く
「
理
想
の
な
い
も
の
は
、
明

日
を
語
る
資
格
は
な
い
。
同
時
に
現

実
を
き
び
し
く
直
視
し
、
現
実
を
理

認人あ

薪
－
市
議

沃－

ま
－
る

・
0
’
0
4
』
ワ
妻

想
に
近
づ
け
る
努
力
を
怠
る
も
の
は
、

こ
れ
ま
た
今
日
を
語
る
条
件
を
も
た

な
い
ー
。
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
は
、
過
去
四
年
間
、
市
政
担
当
者

と
し
て
、
生
活
の
格
差
是
正
と
誠
実
、

公
正
、
清
潔
を
柱
に
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
合
意
の
市
政
を
お
し
す
す
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
本
位
の
市
政

を
念
頭
に
新
し
い
市
民
意
識
の
か
ん

養
と
高
揚
に
つ
と
め
、
よ
り
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
、
み
な
さ
ん
の
生
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存

で
す
。

　
激
動
す
る
内
外
の
社
会
経
済
情
勢

の
な
か
で
、
市
政
に
お
い
て
も
今
後

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
政
運
営
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
と
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
路
を
中
心
と
す

す
生
活
関
連
施
設
の
整
備
改
良
、
教

育
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
の
更
新
充
実
、

社
会
福
祉
施
設
の
拡
充
を
基
本
的
施

（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日

越村大吉

　2，825

小宮山達男

　　　1，279

小林辰雄
　　　●

　　　　1，258

縫

佐藤利雄風間又五郎

1，0551，050

大島清松

　1．032

策
と
し
、
ひ
き
つ
づ
き
農
地
の
開
発

と
水
資
源
確
保
の
た
め
の
苗
場
山
ろ

く
国
営
開
発
事
業
の
推
進
、
清
潔
な

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
公
共
下
水
道

事
業
の
着
手
等
を
核
と
し
て
、
さ
ら

に
中
央
と
地
方
と
の
格
差
是
正
、
こ

と
に
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
冬
季
の
生

活
革
命
を
着
々
と
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
憲
章
「
十
日
町
市
民
の
願
邑

に
も
あ
る
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
こ
の
ま
ち
で
勤
労
に
生
き
が

い
を
感
じ
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
に

誇
り
と
満
足
と
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
十
日
町
市
に
す
る

た
め
最
善
の
努
力
を
す
る
つ
も
り
で

す
。
　
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

多
o
ψ
重
…
』
…
妻
o
ぐ
璽
…
o
～
9
多
』
《
垂
o
’
¢
多
～
多
o
ぐ
多
…
～
o

市
議
会
議
員
を

紙
上
で
ご
紹
介
し
ま
す

富井康則斉木正義小海徳治
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　日日日5
旦旦旦月
　中池山分
曾条曾田曾ロ休
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当日有権者数　34，026

投票者数32，219

棄権者数　1，807

投　票　率94．69％

934926

仏
泪重沢滝

850

　
納
税
に
前
納
報
奨
金

　
制
度
の
ご
利
用
を

　
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は
、
第
一

期
分
を
納
め
る
と
き
、
第
二
期
以
後

の
も
の
も
あ
わ
せ
て
納
め
る
と
、
つ

ぎ
の
と
お
り
前
納
報
奨
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
納
期
前
納
付
税
額
x
百
分
の
一
×

納
期
前
月
数
（
三
十
万
円
を
超
え
る

場
合
は
三
十
万
円
）

　
例
え
ば
、
固
定
資
産
税
年
額
四
万

円
を
第
一
期
（
五
月
）
に
前
納
す
る

誘

と
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。
　
（
二
期

分
は
二
ヵ
月
、
三
期
分
は
四
ヵ
月
、

四
期
分
は
六
ヵ
月
、
計
十
二
ヵ
月
の

前
納
と
な
る
）

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
期
と

軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
お
忘
れ

な
く
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
税
を
軽
減
し
ま
す

高橋桂作

834

　
ね
ん
糸
及
び
織
物
製
造
等
に
使
用

す
る
電
気
で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
場
合

は
電
気
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
一
、
登
録
ね
ん
糸
機
（
リ
ン
グ
式
、

長
谷
川
式
、
八
丁
式
、
フ
ラ
イ
ヤ
i

式
）
等
を
使
用
す
る
も
の
。

　
二
、
登
録
織
機
を
使
用
し
て
製
造

す
る
織
物
（
織
上
が
り
幅
三
十
．
～
未

満
や
じ
ゅ
う
た
ん
製
造
、
二
重
パ
イ

ル
織
機
等
を
除
く
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日
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五
月
の
下
旬
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
六
月
は
、
緑
の

大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ

シ
ロ
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ

ロ
の
防
除
方
法
は
、
ア
メ
シ
ロ
の
弱

点
を
つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
“
ス

長谷川吉二

　　　987

小林正俊丸山尚政

980978

吉田正三

　　965

根津新作

　946

ア
メ
シ
ロ
か
ら
緑
を

守
ろ
う

カ
シ
状
”
の
葉
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の

巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
高
枝
切
り

バ
サ
ミ
で
巣
の
部
分
の
枝
葉
を
切
り

落
と
し
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
焼
き
殺

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
る
と
効
果

的
な
防
除
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

薬
剤
防
除
に
よ
る
一
時
し
の
ぎ
的
防

尾身武志

　　917

佐藤誠一

　917

橋本貞一

　　887

遠田金市

　883

宮沢健一

　　868

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。
　
二
齢
か
ら

三
齢
ま
で
は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ

て
い
る
の
で
、
巣
が
薬
液
を
は
じ
き

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）
し
か
し
、
こ

の
方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
出
し
ま
す

　
こ
と
し
も
、
小
型
防
除
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
。
貸
し
出
し
は
、

市
政
事
務
嘱
託
員
、
町
内
防
除
班
、

各
事
業
所
単
位
で
行
な
い
ま
す
。
貸

し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
町
内
は
市
役

所
農
林
課
（
曾
七
⊥
三
一
一
番
）

樋熊清一

　797

大島昭三

　784

（
注
）
小
数
点
以
下
の
得
票

　
　
数
は
省
略
し
ま
し
た

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
薬

剤
、
燃
料
等
は
実
施
者
か
ら
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
薬

剤
は
農
協
、
各
事
業
所
に
あ
り
ま
す
）

国
勢
調
査
の
ポ
ス
タ
ー

標
語
を
募
集

　
本
年
十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
国

勢
調
査
の
ポ
ス
タ
！
及
び
標
語
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
五
月
二
十
六
日
ま
で
に
総
理

府
統
計
局
（
〒
撹
東
京
都
牛
込
局
区

内
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
商
工
課
へ
。

○
ポ
ス
タ
ー
　
一
般
、
中
学
生
、
小

　
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
各
部
と
も
大
き
さ
A
二
判
又
は
B

　
二
判
の
用
紙
に
「
国
勢
調
査
」
「
昭

　
和
五
十
年
」
　
「
十
月
一
日
」
　
「
総

　
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を
も
り
こ

　
む
こ
と

0
標
語
　
官
製
は
が
き
一
枚
に
国
勢

　
調
査
の
意
義
・
目
的
を
簡
明
に
あ

　
ら
わ
す
標
語
一
点
を
記
載
の
こ
と

蹴
鐵
蔀
鷺

畷
う
な
目
的
を
も
っ
た
人
の
集
ま
り

♂
ツ

卸
の
一
つ
で
、
会
員
は
二
十
六
名
で

、
箋
き
｛
’
≦
鴫
℃
静
鵡
｝
マ
．
ず
．
続
更
》
．
．
毒
で
酬
謬
義
ゑ
β
苛
摯
鑑
〆

覆
和
裸
路
（
や
．
じ
）
グ
ル
ー
プ
／

山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
に
な
る
と
、
例
年
山
火
事

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
山
菜
取
り
等
で
山
に
入
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
た
き
火
や

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

旭
ケ
丘
団
地
分
譲

住
宅
を
募
集

　
旭
ヶ
丘
団
地
の
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
市
役
所

開
発
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
◇
住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
分
譲

　
住
宅
募
集
戸
数
　
3
5
戸
　
分
譲
予

定
価
額
（
平
均
）
六
百
六
十
九
万
円

（
宅
地
二
百
二
十
一
平
方
灯
建
物
七

十
六
平
方
層
）
融
資
額
三
百
四
十
万

円
～
三
百
九
十
万
円

　
◇
生
命
保
険
付
分
譲
住
宅

　
募
集
戸
数
十
戸
　
分
譲
予
定
価
額

隷
灘
繍
藻

で
ご
連
絡
く
ξ
い
・
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
（
平
均
）
六
百
六
十
九
万
円
（
宅
地

二
百
二
十
一
平
方
層
建
物
七
十
六
平

方
嬉
）
貸
付
相
当
額
四
百
万
円
以
内

　
申
し
込
み
条
件
等
く
わ
し
い
こ
と

は
市
役
所
開
発
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。標
準
小
作
料
を
改
定

　
市
農
業
委
員
会
は
、
小
作
料
の
標

準
額
を
つ
ぎ
の
と
お
り
改
訂
し
ま
し

た
。
今
後
の
小
作
契
約
に
つ
い
て
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昭
和

四
十
五
年
十
月
一
日
以
前
に
設
定
し

た
小
作
契
約
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

農
地
の
区
分

線
準
小
作
料

愉
　
　
考

）り当ル一アoo田

第
｝
級
地

二
万
七
千
円

（
五
四
〇
㎏
）

第
二
級
地

二
万
二
千
円

（
四
八
O
■
熔
）

第
三
級
地

一
万
九
千
円

山（
四
四
〇
㎏
）

第
四
級
地

九
干
五
百
円

山（
四
〇
〇
■
熔
）

）り当ル一アoo畑

第
一
級
地

一
万
三
千
円

平
担
　
地

第
二
級
地

一
万
千
円

〃

第
三
級
地

六
　
千
　
円

〃

第
四
級
地

四
　
千
　
円

〃
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三由日＋日町市長春

冬
季
の
生
活
革
命
を
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
実
、
公
正
、
清
潔
な
市
政
を

　
私
は
、
こ
の
た
び
市
民
の
み
な
さ

ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
再

び
市
政
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
責
任
の
重
大
さ
に

身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
。　
よ
く
「
理
想
の
な
い
も
の
は
、
明

日
を
語
る
資
格
は
な
い
。
同
時
に
現

実
を
き
び
し
く
直
視
し
、
現
実
を
理

認人あ

薪
－
市
議

沃－

ま
－
る

・
0
’
0
4
』
ワ
妻

想
に
近
づ
け
る
努
力
を
怠
る
も
の
は
、

こ
れ
ま
た
今
日
を
語
る
条
件
を
も
た

な
い
ー
。
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
は
、
過
去
四
年
間
、
市
政
担
当
者

と
し
て
、
生
活
の
格
差
是
正
と
誠
実
、

公
正
、
清
潔
を
柱
に
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
合
意
の
市
政
を
お
し
す
す
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
本
位
の
市
政

を
念
頭
に
新
し
い
市
民
意
識
の
か
ん

養
と
高
揚
に
つ
と
め
、
よ
り
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
、
み
な
さ
ん
の
生
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存

で
す
。

　
激
動
す
る
内
外
の
社
会
経
済
情
勢

の
な
か
で
、
市
政
に
お
い
て
も
今
後

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
政
運
営
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
と
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
路
を
中
心
と
す

す
生
活
関
連
施
設
の
整
備
改
良
、
教

育
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
の
更
新
充
実
、

社
会
福
祉
施
設
の
拡
充
を
基
本
的
施

（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日

越村大吉

　2，825

小宮山達男

　　　1，279

小林辰雄
　　　●

　　　　1，258

縫

佐藤利雄風間又五郎

1，0551，050

大島清松

　1．032

策
と
し
、
ひ
き
つ
づ
き
農
地
の
開
発

と
水
資
源
確
保
の
た
め
の
苗
場
山
ろ

く
国
営
開
発
事
業
の
推
進
、
清
潔
な

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
公
共
下
水
道

事
業
の
着
手
等
を
核
と
し
て
、
さ
ら

に
中
央
と
地
方
と
の
格
差
是
正
、
こ

と
に
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
冬
季
の
生

活
革
命
を
着
々
と
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
憲
章
「
十
日
町
市
民
の
願
邑

に
も
あ
る
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
こ
の
ま
ち
で
勤
労
に
生
き
が

い
を
感
じ
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
に

誇
り
と
満
足
と
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
十
日
町
市
に
す
る

た
め
最
善
の
努
力
を
す
る
つ
も
り
で

す
。
　
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

多
o
ψ
重
…
』
…
妻
o
ぐ
璽
…
o
～
9
多
』
《
垂
o
’
¢
多
～
多
o
ぐ
多
…
～
o

市
議
会
議
員
を

紙
上
で
ご
紹
介
し
ま
す

富井康則斉木正義小海徳治

944

市議会議員選挙結果

25　18　11

　日日日5
旦旦旦月
　中池山分
曾条曾田曾ロ休

1鱗曇
8駐醤4賠医
番　番ご番一

当日有権者数　34，026

投票者数32，219

棄権者数　1，807

投　票　率94．69％

934926

仏
泪重沢滝

850

　
納
税
に
前
納
報
奨
金

　
制
度
の
ご
利
用
を

　
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は
、
第
一

期
分
を
納
め
る
と
き
、
第
二
期
以
後

の
も
の
も
あ
わ
せ
て
納
め
る
と
、
つ

ぎ
の
と
お
り
前
納
報
奨
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
納
期
前
納
付
税
額
x
百
分
の
一
×

納
期
前
月
数
（
三
十
万
円
を
超
え
る

場
合
は
三
十
万
円
）

　
例
え
ば
、
固
定
資
産
税
年
額
四
万

円
を
第
一
期
（
五
月
）
に
前
納
す
る

誘

と
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。
　
（
二
期

分
は
二
ヵ
月
、
三
期
分
は
四
ヵ
月
、

四
期
分
は
六
ヵ
月
、
計
十
二
ヵ
月
の

前
納
と
な
る
）

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
期
と

軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
お
忘
れ

な
く
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
税
を
軽
減
し
ま
す

高橋桂作

834

　
ね
ん
糸
及
び
織
物
製
造
等
に
使
用

す
る
電
気
で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
場
合

は
電
気
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
一
、
登
録
ね
ん
糸
機
（
リ
ン
グ
式
、

長
谷
川
式
、
八
丁
式
、
フ
ラ
イ
ヤ
i

式
）
等
を
使
用
す
る
も
の
。

　
二
、
登
録
織
機
を
使
用
し
て
製
造

す
る
織
物
（
織
上
が
り
幅
三
十
．
～
未

満
や
じ
ゅ
う
た
ん
製
造
、
二
重
パ
イ

ル
織
機
等
を
除
く
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日
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灘

　／ノ’

樋ロ久一真竹内

1，2581，222

ロハキ　　　須藤誠也　南雲金一

　1，124　　　1，217

越村勝治

1，065

稿
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
の
下
旬
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
六
月
は
、
緑
の

大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ

シ
ロ
）
の
発
生
時
期
で
す
。
ア
メ
シ

ロ
の
防
除
方
法
は
、
ア
メ
シ
ロ
の
弱

点
を
つ
か
ん
で
効
果
的
に
防
除
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
“
ス

長谷川吉二

　　　987

小林正俊丸山尚政

980978

吉田正三

　　965

根津新作

　946

ア
メ
シ
ロ
か
ら
緑
を

守
ろ
う

カ
シ
状
”
の
葉
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の

巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
高
枝
切
り

バ
サ
ミ
で
巣
の
部
分
の
枝
葉
を
切
り

落
と
し
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
焼
き
殺

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
る
と
効
果

的
な
防
除
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

薬
剤
防
除
に
よ
る
一
時
し
の
ぎ
的
防

尾身武志

　　917

佐藤誠一

　917

橋本貞一

　　887

遠田金市

　883

宮沢健一

　　868

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。
　
二
齢
か
ら

三
齢
ま
で
は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ

て
い
る
の
で
、
巣
が
薬
液
を
は
じ
き

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）
し
か
し
、
こ

の
方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
出
し
ま
す

　
こ
と
し
も
、
小
型
防
除
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
。
貸
し
出
し
は
、

市
政
事
務
嘱
託
員
、
町
内
防
除
班
、

各
事
業
所
単
位
で
行
な
い
ま
す
。
貸

し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
町
内
は
市
役

所
農
林
課
（
曾
七
⊥
三
一
一
番
）

樋熊清一

　797

大島昭三

　784

（
注
）
小
数
点
以
下
の
得
票

　
　
数
は
省
略
し
ま
し
た

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
薬

剤
、
燃
料
等
は
実
施
者
か
ら
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
薬

剤
は
農
協
、
各
事
業
所
に
あ
り
ま
す
）

国
勢
調
査
の
ポ
ス
タ
ー

標
語
を
募
集

　
本
年
十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
国

勢
調
査
の
ポ
ス
タ
！
及
び
標
語
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
五
月
二
十
六
日
ま
で
に
総
理

府
統
計
局
（
〒
撹
東
京
都
牛
込
局
区

内
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
商
工
課
へ
。

○
ポ
ス
タ
ー
　
一
般
、
中
学
生
、
小

　
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
各
部
と
も
大
き
さ
A
二
判
又
は
B

　
二
判
の
用
紙
に
「
国
勢
調
査
」
「
昭

　
和
五
十
年
」
　
「
十
月
一
日
」
　
「
総

　
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を
も
り
こ

　
む
こ
と

0
標
語
　
官
製
は
が
き
一
枚
に
国
勢

　
調
査
の
意
義
・
目
的
を
簡
明
に
あ

　
ら
わ
す
標
語
一
点
を
記
載
の
こ
と

蹴
鐵
蔀
鷺

畷
う
な
目
的
を
も
っ
た
人
の
集
ま
り

♂
ツ

卸
の
一
つ
で
、
会
員
は
二
十
六
名
で

、
箋
き
｛
’
≦
鴫
℃
静
鵡
｝
マ
．
ず
．
続
更
》
．
．
毒
で
酬
謬
義
ゑ
β
苛
摯
鑑
〆

覆
和
裸
路
（
や
．
じ
）
グ
ル
ー
プ
／

山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
に
な
る
と
、
例
年
山
火
事

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
山
菜
取
り
等
で
山
に
入
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
た
き
火
や

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

旭
ケ
丘
団
地
分
譲

住
宅
を
募
集

　
旭
ヶ
丘
団
地
の
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
市
役
所

開
発
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
◇
住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
分
譲

　
住
宅
募
集
戸
数
　
3
5
戸
　
分
譲
予

定
価
額
（
平
均
）
六
百
六
十
九
万
円

（
宅
地
二
百
二
十
一
平
方
灯
建
物
七

十
六
平
方
層
）
融
資
額
三
百
四
十
万

円
～
三
百
九
十
万
円

　
◇
生
命
保
険
付
分
譲
住
宅

　
募
集
戸
数
十
戸
　
分
譲
予
定
価
額

隷
灘
繍
藻

で
ご
連
絡
く
ξ
い
・
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
（
平
均
）
六
百
六
十
九
万
円
（
宅
地

二
百
二
十
一
平
方
層
建
物
七
十
六
平

方
嬉
）
貸
付
相
当
額
四
百
万
円
以
内

　
申
し
込
み
条
件
等
く
わ
し
い
こ
と

は
市
役
所
開
発
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。標
準
小
作
料
を
改
定

　
市
農
業
委
員
会
は
、
小
作
料
の
標

準
額
を
つ
ぎ
の
と
お
り
改
訂
し
ま
し

た
。
今
後
の
小
作
契
約
に
つ
い
て
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昭
和

四
十
五
年
十
月
一
日
以
前
に
設
定
し

た
小
作
契
約
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

農
地
の
区
分

線
準
小
作
料

愉
　
　
考

）り当ル一アoo田

第
｝
級
地

二
万
七
千
円

（
五
四
〇
㎏
）

第
二
級
地

二
万
二
千
円

（
四
八
O
■
熔
）

第
三
級
地

一
万
九
千
円

山（
四
四
〇
㎏
）

第
四
級
地

九
干
五
百
円

山（
四
〇
〇
■
熔
）

）り当ル一アoo畑

第
一
級
地

一
万
三
千
円

平
担
　
地

第
二
級
地

一
万
千
円

〃

第
三
級
地

六
　
千
　
円

〃

第
四
級
地

四
　
千
　
円

〃



、
博
嶋

4）

秘
－
特
殊
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
、
繍

　
か
　
か
　
評
幸
彰
閣
諺
き
彰
豊
き
島
諺
主
き
き
き
彰
き
融
・
幸
・

　
市
教
委
で
は
、
市
の
教
育
振
興
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
年
次
計
画
で
特

殊
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
市
内
の
小
、
中
学
校
に

精
薄
学
級
が
九
つ
あ
り
、
障
害
を
も

つ
児
童
の
た
め
の
教
育
を
重
点
的
に

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
度
は
、
さ
ら
に
特
殊

教
育
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、
病
虚

弱
児
を
対
象
の
在
宅
訪
問
学
級
を
川

治
小
学
校
に
開
設
し
ま
し
た
。
対
象

児
童
は
、
現
在
二
名
（
六
歳
と
九
歳
）

で
す
。
予
算
は
、
教
材
教
具
等
で
三

十
五
万
円
を
計
上
。

　
在
宅
訪
問
学
級
と
は

　
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、
義
務
教

育
の
就
学
年
齢
に
達
し
て
も
、
就
学

で
き
な
い
児
童
に
対
し
、
在
宅
訪
問

学
級
を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
病
弱
で
学
校
に
通

え
な
く
と
も
、
学
校
に
籍
が
あ
り
、

在
宅
訪
問
学
級
　
　
　
　
　
　
朔

き
誰
き
善
幸
き
誰
輸

と」墜ゴi『夢お（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日

そ
の
学
校
の
先
生
か
ら
自
宅
で
教
科

の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
正
式
に
義
務
教
育
学
校
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
教
師
と
児
童
の
直

接
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
学
習
が
で

き
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
て
所
属

週
二
回
、
自
宅
で
指
導
を
う
け
る
：
℃

す
か
ら
、
結
婚
式
の
準
備
中
に
忘

れ
ず
に
取
り
寄
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
本
籍
地
で
な
い
市
町
村
に
届

出
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の
戸
籍

抄
本
が
必
要
で
す
か
ら
、
用
紙
を

取
り
寄
せ
る
と
き
に
窓
口
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
挙
式
の
日
に
婚

姻
の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

し
て
い
る
学
校
の
運
動
会
、
展
覧
会

等
学
校
行
事
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
方
法
は
、
担
任
の
先
生
が
週

二
回
程
度
（
一
回
二
時
間
程
度
）
自

宅
を
訪
問
し
て
指
導
し
ま
す
。

　
特
に
、
児
童
の
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
、
機
能
訓
練
、
言
語
矯
正
指
導

等
家
庭
と
協
力
し
て
指
導
を
行
な
い

ま
す
。就
学
指
導
委
員
会
を

　
設
置

　
十
日
町
市
の
特
殊
教
育
を
振
興
さ

せ
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学

級
へ
の
正
し
い
位
置
づ
け
を
全
市
的

に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
組
織
と
し
て
就
学
指
導

委
員
会
を
設
置
し
、
昭
和
五
十
年
度

か
ら
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

「
N
H
K
こ
と
ば
の
治
療
相
談
室
」

を
開
設
の
予
定

　
「
言
語
障
害
を
も
つ
児
童
が
、
そ

の
障
害
を
と
り
の
ぞ
き
、
学
習
活
動

等
学
校
生
活
を
の
び
の
び
と
過
ご
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い
は
障
害
児

の
両
親
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の

願
い
で
も
あ
り
ま
す
ー
。

　
市
及
び
市
教
委
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
言
語
治
療
教
室
を
開
設
す

る
予
定
で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
言
語
障
害
児

の
相
談
と
治
療
の
手
だ
て
を
進
め
る

た
め
の
一
貫
と
し
て
N
H
K
新
潟
放

送
局
の
協
力
で
、
こ
と
ば
の
不
自
由

な
お
子
さ
ま
を
も
つ
親
の
つ
ど
い
N

H
K
言
語
治
療
相
談
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
、
開
催
す
る
予
定
で
す
。
対
象

児
の
父
母
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
父

母
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
是
非
こ
の
機

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
層
言
語

教
育
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
N
H
K
こ
と
ば
の
相
談
室

　
と
き
　
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
九

日
（
日
曜
日
）
の
予
定

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
（
学
校
町
）

　
内
容
　
■
講
演
　
■
こ
と
ば
の
治

療
教
室
（
公
開
録
画
）
　
■
こ
と
ば
の

相
談
会
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
別
相

談
会
）
相
談
部
門
は
、
発
音
異
常
、

口
蓋
裂
、
ど
も
り
、
難
聴
、
こ
と
ば

の
発
達
の
お
く
れ
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

㎜
諭
手
話
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

戸
籍
の
話

　
　
　
婚
姻
届
を
わ
す
れ
ず
に

○
婚
姻
の
届
出
を
わ
す
れ
る
と
、

す
ば
ら
し
い
結
婚
式
を
挙
げ
て
も

そ
の
後
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い

て
も
、
法
律
上
の
夫
婦
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係
と

し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
婚
姻
届
の
方
法

　
市
役
所
市
民
課
へ
届
出
し
ま
す
。

用
紙
は
市
民
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

市
役
所
前
に
バ
ス

停
留
所
を
設
置

　
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
前
に
バ
ス
停

留
所
が
で
き
ま
し
た
。
中
条
、
下
条

方
面
は
始
発
、
中
条
、
下
条
方
面
か

ら
お
い
で
に
な
る
方
は
終
着
で
す
。

　
水
沢
、
大
割
野
方
面
は
、
従
来
通

り
本
町
一
丁
目
バ
ス
停
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
手
話
（
し
ゅ
わ
）
っ
て
何
ん
だ
か

ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
字
の
通

り
手
で
話
を
す
る
こ
と
で
、
主
に

聴
覚
言
語
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
す
。

　
最
近
、
各
地
で
身
体
障
害
者
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
が
さ
か

ん
に
な
り
、
聴
覚
言
語
障
害
者
に

対
し
て
も
「
手
話
通
訳
奉
仕
団
」
な

ど
の
ポ
ラ
ン
テ
ア
サ
ー
ク
ル
が
結

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
も
昨
年
の
四
月
に

サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
、
会
員
（
健

聴
者
）
が
手
話
技
術
を
習
得
し
、
聴

覚
言
語
障
害
者
の
福
祉
や
、
権
利

の
獲
得
に
役
立
と
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
余

暇
を
社
会
奉
仕
に
と
考
え
て
お
ら

れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
二
、
四
金
曜
日
の
夜
七

時
か
ら
九
時
ま
で
、
市
民
会
館
で

学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
の
方

か
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
魯
七
－

三
コ
一
番
へ
。

福
島
さ
ん
に
農
林
大
臣
賞

　
桑
園
の
生
産
性
向
上
と
農
家
所
得

の
増
大
を
は
か
ろ
う
と
去
る
四
月
十

七
日
新
潟
県
、
県
養
蚕
連
、
県
蚕
糸
振

興
協
議
会
共
催
の
繭
生
産
増
強
大
会

が
長
岡
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、
福

島
源
一
さ
ん
（
珠
川
第
四
）
は
、
県
養
蚕

経
営
改
善
共
進
会
個
人
の
部
で
農
林

大
臣
賞
（
特
賞
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
多
収
穫
の
部
で
も
最
優

秀
と
な
り
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
席
上
、
福
島
さ
ん
は
、
県
内
の

繭
生
産
者
約
五
百
名
を
前
に
し
て
、

体
験
発
表
「
ま
ゆ
三
ト
ン
養
蚕
経
営
」

を
行
意
い
ま
し
た
。

　
福
島
さ
ん
は
、
桑
園
四
・
五
診
で

三
・
ニ
ト
ン
の
ま
ゆ
生
産
を
あ
げ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
桑
園
十
」
当
り

八
十
㎏
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
り
、
ば

つ
ぐ
ん
の
成
績
を
あ
げ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
当
初
八
十
四
㎏
の
繭
し

か
生
産
で
き
な
か
っ
た
の
が
桑
園
造

り
に
本
格
的
に
取
り
く
み
省
力
化
と

研
究
の
結
果
、
現
在
の
生
産
量
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
で
受
賞
し
た
人

は
、
優
秀
賞
太
田
国
男
さ
ん
（
珠
川

第
四
）
、
努
力
賞
富
井
忠
治
さ
ん
（
珠

川
第
四
）
で
す
。

昭和49年度新潟県繭多収穫番付
　　（十日町市関係抜すい）

横
綱
福
島
源
一

前
頭
太
田
国
男

〃〃〃〃〃〃〃〃

富
井
松
太
郎

山
本
　
　
茂

富
井
忠
治

金
沢
一
勇

金
井
徳
富

富
井
慶
太
郎

福
島
富
三

川
田
音
次
郎

二
、
九
八
四
㎏

一
、
二
二
四
㎏

一
、
Ω
二
㎏

　
九
三
六
㎏

　
八
八
二
㎏

　
八
五
二
㎏

　
七
七
五
㎏

　
七
三
五
㎏

　
六
七
九
㎏

　
六
五
四
㎏
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だ
ま
号
が
発
車
し
ま
す

蚤
聾
響
0
8
曇
8
9
δ
3
＝
言
○
甲
・
3
＝
。
・
7
・
温
一
…
・
1
三
9
8
●
甲
。
・
一
一
＝
＝
◆

婁
博
畿
頴

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
に

　
五
月
か
ら
、
巡
回
文
庫
「
こ
だ
ま

号
」
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
巡
回

の
時
間
等
で
一
部
変
更
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
月
刊
こ
だ

ま
」
の
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
だ
ま
号
利
用
の
し
か
た

　
巡
回
コ
ー
ス
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
が
、
き
ま
っ
た
曜
日
の
き
ま

っ
た
時
問
に
テ
ー
マ
音
楽
を
流
し

て
ま
わ
り
ま
す
。
こ
だ
ま
号
を
は

じ
め
て
利
用
す
る
と
き
は
、
用
意

し
て
あ
る
登
録
票
に
氏
名
、
住
所
、

勤
務
先
（
学
校
名
）
な
ど
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
は
一
人
二
冊

ま
で
。
な
お
、
読
み
た
い
本
が
見
つ

か
ら
な
い
時
は
、
こ
だ
ま
号
に
用

8
3
3
？
一
マ
＆
3
．
2
◆
響
・
8
畠
？
占
9
呂
一
3
2
1
・
己
・
．
3
。
8
呂
2
0
2

石
　
坂
　
賢
　
次
（
市
交
通
安
全
協
会
長
）

　
幼
児
は
身
の
回
り
の
も
の
に
好
奇

心
を
持
ち
、
探
究
心
や
冒
険
心
が
強

く
、
何
で
も
体
験
し
た
が
る
の
が
特

徴
で
す
が
、
危
険
に
対
す
る
心
構
え

と
か
備
え
と
い
っ
た
も
の
が
全
然
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
心
身
の
発
達
が
未
熟
な
た

、
め
、
注
意
の
分
散
な
ど
が
で
き
ず
、

大
人
ガ
注
意
し
ろ
と
言
っ
て
も
、
注

意
の
仕
方
が
大
人
と
は
違
う
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
・
8
墨
冨
8
＆
■
3

　
し
か
し
、
四
、
五
歳
位
に
な
る
と

実
際
の
場
所
で
、
具
体
的
に
行
動
し

て
み
せ
る
と
、
そ
の
通
り
や
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
親
子
で
外
出
す
る
機

会
を
多
く
し
、
そ
こ
で
お
母
さ
ん
が

良
い
手
本
を
示
し
た
り
、
幼
児
に
危

、
険
な
行
動
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
そ
の

場
で
安
全
な
行
動
の
仕
方
を
実
践
さ

せ
て
、
安
全
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う

に
助
け
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

意
し
て
あ
る
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け

ご
希
望
に
添
う
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。
　
巡
回
日

　
〈
中
条
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
水

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
座
（
新
座
分
館

前
）
四
日
町
新
田
（
鎮
守
様
）
四
日
町

（
二
瓶
砂
利
車
庫
前
）
本
町
六
（
十
日

町
シ
ル
ク
入
口
）
八
幡
（
高
長
醸
造

前
）
市
之
沢
（
作
業
所
前
）

　
〈
下
条
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
水

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
上
新
田
（
上
新
田

分
館
前
）
水
口
（
下
組
分
館
前
）
願
入

　
2
　
1
　
8
8
零
・
る
‘
一
＝
言
●
．
1
　
8
韮
・
雪
髪
3
・
○
　
ら
3
一
警
8

　
特
に
今
回
は
、
道
路
横
断
の
時
に

必
要
な
つ
ぎ
の
事
を
お
母
さ
ん
は
実

践
し
、
お
子
さ
ん
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は

　
多
少
の
廻
り
道
で
も
横
断
歩
道
を

　
渡
る
。

O
近
く
に
横
断
歩
道
の
な
い
所
で
は

　
必
ら
ず
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
左

　
右
を
確
認
し
、
車
の
来
な
い
こ
と

　
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。

○
車
の
直
前
や
直
後
を
横
切
っ
た
り

　
斜
め
横
断
を
し
な
い
。

0
横
断
禁
止
の
標
識
の
あ
る
所
は
、

　
渡
ら
な
い
。
（
歩
行
者
に
必
要
な
標

　
識
を
覚
え
る
こ
と
）

0
信
号
機
の
あ
る
所
は
、
信
号
に
従

　
っ
て
横
断
す
る
。

0
横
断
は
早
目
に
さ
っ
さ
と
渡
る
。

（
冬
季
分
校
脇
）
漉
野
（
東
下
組
小
学

校
下
）
ニ
タ
子
（
冬
季
分
校
前
）

　
〈
水
沢
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
金

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
野
中
（
野
中
小
入

口
）
細
尾
（
作
業
所
前
）
姿
（
神
社
鳥
居

前
）
当
間
（
鎮
守
様
）
水
沢
（
丸
山
醤

油
工
場
脇
）
馬
場
（
馬
場
小
入
口
）

　
〈
吉
田
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
金

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
島
（
西
野
武
雄
宅

脇
）
稲
葉
（
神
社
境
内
）
山
谷
（
火
の
見

や
ぐ
ら
下
）
小
泉
（
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
）
南
鐙
坂
（
太
田
貞
二
宅
前
）
高
島

（
丸
五
商
店
前
）

　
〈
飛
渡
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
火

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
轟
木
（
藤
木
卯
吉

宅
前
）
池
谷
（
曽
根
藤
一
郎
宅
前
）
魚

之
田
川
（
波
形
卯
二
宅
入
口
）
菅
沼

（
岩
田
磐
雄
宅
前
）
東
枯
木
又
（
阿
部

未
松
宅
入
口
）

　
〈
美
佐
島
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三

土
曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
田
川
町
三
（
八
島

勉
宅
脇
）
江
道
（
庭
野
房
吉
宅
前
）

⑫
山
路
野
会
・
や
ま
み
ち
の
か
い
・

　
十
日
町
山
路
野
会
（
会
長
上
村

紘
一
）
で
は
、
十
四
期
の
会
員
募
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
会
は
、
四

季
折
々
装
い
を
変
え
る
自
然
を
友

と
し
て
、
初
歩
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
、
中
級
山
岳
ま
で
幅
広
く
歩

い
て
い
ま
す
。

　
現
在
七
十
名
の
会
員
が
お
り
、

毎
月
五
巳
と
二
十
日
、
公
民
館
で

津
池
（
小
林
唯
七
宅
前
）
赤
倉
（
庭

野
福
太
郎
宅
前
）

　
〈
六
箇
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
土

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
村
（
農
協
六
箇

支
所
前
）
田
麦
（
田
麦
公
民
館
前
）
船

坂
（
三
叉
路
）
大
黒
沢
（
公
会
堂
前
）

　
〈
川
治
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
火

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
春
日
町
（
春
日
公

園
）
城
之
古
（
小
林
桐
材
店
前
）
谷

内
丑
（
集
会
所
前
）
工
場
団
地
（
飯
林

㈱
工
場
前
）
関
根
（
地
蔵
堂
前
）
長

里
（
三
叉
路
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
違
反

行
政
罰
一
点

　
時
速
四
十
キ
ロ
層
以
上
の
最
高
速

度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
道
路
で
、
運

転
者
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い

で
、
ま
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な

い
者
を
乗
せ
て
二
輪
車
を
運
転
し
た

場
合
は
、
新
た
に
行
政
処
分
の
基
準

点
数
一
点
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
運
転
免
許
手
数
料
の
引
上
げ

道
交
法
の
一
部
改
正

　
試
験
手
数
料
（
普
通
免
許
の
場
合
、

ヵ
ッ
コ
内
は
旧
料
金
）

　
証
紙
千
円
（
八
百
円
）
現
金
（
試

験
車
使
用
）
五
百
円
（
四
百
円
）

　
交
付
手
数
料
（
新
規
の
場
合
）

　
証
紙
七
百
円
（
五
百
円
）

　
再
交
付
手
数
料
（
一
・
二
種
免
許

の
場
合
）
証
紙
千
二
百
円
（
七
百
円
）

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
入
会
希
　
…

望
の
方
は
五
月
二
十
日
午
後
七
時

市
公
民
館
で
開
か
れ
る
例
会
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
例
会
に
出
席
で
き
な
い

方
は
、
水
野
正
則
（
本
町
四
丁
目
、

井
筒
屋
ビ
ニ
ー
ル
店
魯
二
⊥
一
四

八
一
番
）
方
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
更
新
手
数
料
（
一
・
二
種
免
許
の

場
合
）
千
三
百
円
（
千
円
）

　
補
聴
器
使
用
者
に
も
一
種
免
許
の

　
受
験
資
格
が

　
適
性
検
査
の
科
目
の
う
ち
、
聴
力

に
つ
い
て
は
、
一
種
免
許
に
限
り
、

難
聴
の
場
合
で
も
補
聴
器
を
利
用
し

て
十
灯
の
距
離
で
9
0
ホ
ー
ン
の
警
音

器
の
音
が
き
こ
え
れ
ば
合
格
基
準
に

適
合
。昭
和
50
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
登

録
審
査
会
を
つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

　
と
き

　
六
月
十
七
日
午
前
十
時
～
午
後
三

時
ま
で
。

　
と
こ
ろ

　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館
（
長
岡
市

城
内
町
一
）

　
持
参
す
る
も
の

　
O
銃
砲
刀
剣
類
○
警
察
署
か
ら
交

付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出

受
理
証
〇
五
百
円
の
新
潟
県
収
入
証

紙
（
一
件
）



、
博
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秘
－
特
殊
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
、
繍

　
か
　
か
　
評
幸
彰
閣
諺
き
彰
豊
き
島
諺
主
き
き
き
彰
き
融
・
幸
・

　
市
教
委
で
は
、
市
の
教
育
振
興
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
年
次
計
画
で
特

殊
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
市
内
の
小
、
中
学
校
に

精
薄
学
級
が
九
つ
あ
り
、
障
害
を
も

つ
児
童
の
た
め
の
教
育
を
重
点
的
に

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
度
は
、
さ
ら
に
特
殊

教
育
の
幅
を
広
げ
る
意
味
で
、
病
虚

弱
児
を
対
象
の
在
宅
訪
問
学
級
を
川

治
小
学
校
に
開
設
し
ま
し
た
。
対
象

児
童
は
、
現
在
二
名
（
六
歳
と
九
歳
）

で
す
。
予
算
は
、
教
材
教
具
等
で
三

十
五
万
円
を
計
上
。

　
在
宅
訪
問
学
級
と
は

　
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、
義
務
教

育
の
就
学
年
齢
に
達
し
て
も
、
就
学

で
き
な
い
児
童
に
対
し
、
在
宅
訪
問

学
級
を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
病
弱
で
学
校
に
通

え
な
く
と
も
、
学
校
に
籍
が
あ
り
、

在
宅
訪
問
学
級
　
　
　
　
　
　
朔

き
誰
き
善
幸
き
誰
輸

と」墜ゴi『夢お（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日

そ
の
学
校
の
先
生
か
ら
自
宅
で
教
科

の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
正
式
に
義
務
教
育
学
校
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
教
師
と
児
童
の
直

接
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
学
習
が
で

き
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
て
所
属

週
二
回
、
自
宅
で
指
導
を
う
け
る
：
℃

す
か
ら
、
結
婚
式
の
準
備
中
に
忘

れ
ず
に
取
り
寄
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
本
籍
地
で
な
い
市
町
村
に
届

出
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の
戸
籍

抄
本
が
必
要
で
す
か
ら
、
用
紙
を

取
り
寄
せ
る
と
き
に
窓
口
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
挙
式
の
日
に
婚

姻
の
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

し
て
い
る
学
校
の
運
動
会
、
展
覧
会

等
学
校
行
事
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
方
法
は
、
担
任
の
先
生
が
週

二
回
程
度
（
一
回
二
時
間
程
度
）
自

宅
を
訪
問
し
て
指
導
し
ま
す
。

　
特
に
、
児
童
の
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
、
機
能
訓
練
、
言
語
矯
正
指
導

等
家
庭
と
協
力
し
て
指
導
を
行
な
い

ま
す
。就
学
指
導
委
員
会
を

　
設
置

　
十
日
町
市
の
特
殊
教
育
を
振
興
さ

せ
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学

級
へ
の
正
し
い
位
置
づ
け
を
全
市
的

に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
組
織
と
し
て
就
学
指
導

委
員
会
を
設
置
し
、
昭
和
五
十
年
度

か
ら
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

「
N
H
K
こ
と
ば
の
治
療
相
談
室
」

を
開
設
の
予
定

　
「
言
語
障
害
を
も
つ
児
童
が
、
そ

の
障
害
を
と
り
の
ぞ
き
、
学
習
活
動

等
学
校
生
活
を
の
び
の
び
と
過
ご
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い
は
障
害
児

の
両
親
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の

願
い
で
も
あ
り
ま
す
ー
。

　
市
及
び
市
教
委
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
言
語
治
療
教
室
を
開
設
す

る
予
定
で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
言
語
障
害
児

の
相
談
と
治
療
の
手
だ
て
を
進
め
る

た
め
の
一
貫
と
し
て
N
H
K
新
潟
放

送
局
の
協
力
で
、
こ
と
ば
の
不
自
由

な
お
子
さ
ま
を
も
つ
親
の
つ
ど
い
N

H
K
言
語
治
療
相
談
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
、
開
催
す
る
予
定
で
す
。
対
象

児
の
父
母
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
父

母
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
是
非
こ
の
機

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
層
言
語

教
育
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
N
H
K
こ
と
ば
の
相
談
室

　
と
き
　
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
九

日
（
日
曜
日
）
の
予
定

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
（
学
校
町
）

　
内
容
　
■
講
演
　
■
こ
と
ば
の
治

療
教
室
（
公
開
録
画
）
　
■
こ
と
ば
の

相
談
会
（
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
別
相

談
会
）
相
談
部
門
は
、
発
音
異
常
、

口
蓋
裂
、
ど
も
り
、
難
聴
、
こ
と
ば

の
発
達
の
お
く
れ
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

㎜
諭
手
話
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

戸
籍
の
話

　
　
　
婚
姻
届
を
わ
す
れ
ず
に

○
婚
姻
の
届
出
を
わ
す
れ
る
と
、

す
ば
ら
し
い
結
婚
式
を
挙
げ
て
も

そ
の
後
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い

て
も
、
法
律
上
の
夫
婦
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係
と

し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
婚
姻
届
の
方
法

　
市
役
所
市
民
課
へ
届
出
し
ま
す
。

用
紙
は
市
民
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

市
役
所
前
に
バ
ス

停
留
所
を
設
置

　
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
前
に
バ
ス
停

留
所
が
で
き
ま
し
た
。
中
条
、
下
条

方
面
は
始
発
、
中
条
、
下
条
方
面
か

ら
お
い
で
に
な
る
方
は
終
着
で
す
。

　
水
沢
、
大
割
野
方
面
は
、
従
来
通

り
本
町
一
丁
目
バ
ス
停
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
手
話
（
し
ゅ
わ
）
っ
て
何
ん
だ
か

ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
字
の
通

り
手
で
話
を
す
る
こ
と
で
、
主
に

聴
覚
言
語
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
す
。

　
最
近
、
各
地
で
身
体
障
害
者
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
が
さ
か

ん
に
な
り
、
聴
覚
言
語
障
害
者
に

対
し
て
も
「
手
話
通
訳
奉
仕
団
」
な

ど
の
ポ
ラ
ン
テ
ア
サ
ー
ク
ル
が
結

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
も
昨
年
の
四
月
に

サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
、
会
員
（
健

聴
者
）
が
手
話
技
術
を
習
得
し
、
聴

覚
言
語
障
害
者
の
福
祉
や
、
権
利

の
獲
得
に
役
立
と
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
余

暇
を
社
会
奉
仕
に
と
考
え
て
お
ら

れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
二
、
四
金
曜
日
の
夜
七

時
か
ら
九
時
ま
で
、
市
民
会
館
で

学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
の
方

か
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
魯
七
－

三
コ
一
番
へ
。

福
島
さ
ん
に
農
林
大
臣
賞

　
桑
園
の
生
産
性
向
上
と
農
家
所
得

の
増
大
を
は
か
ろ
う
と
去
る
四
月
十

七
日
新
潟
県
、
県
養
蚕
連
、
県
蚕
糸
振

興
協
議
会
共
催
の
繭
生
産
増
強
大
会

が
長
岡
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、
福

島
源
一
さ
ん
（
珠
川
第
四
）
は
、
県
養
蚕

経
営
改
善
共
進
会
個
人
の
部
で
農
林

大
臣
賞
（
特
賞
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
多
収
穫
の
部
で
も
最
優

秀
と
な
り
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
席
上
、
福
島
さ
ん
は
、
県
内
の

繭
生
産
者
約
五
百
名
を
前
に
し
て
、

体
験
発
表
「
ま
ゆ
三
ト
ン
養
蚕
経
営
」

を
行
意
い
ま
し
た
。

　
福
島
さ
ん
は
、
桑
園
四
・
五
診
で

三
・
ニ
ト
ン
の
ま
ゆ
生
産
を
あ
げ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
桑
園
十
」
当
り

八
十
㎏
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
り
、
ば

つ
ぐ
ん
の
成
績
を
あ
げ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
当
初
八
十
四
㎏
の
繭
し

か
生
産
で
き
な
か
っ
た
の
が
桑
園
造

り
に
本
格
的
に
取
り
く
み
省
力
化
と

研
究
の
結
果
、
現
在
の
生
産
量
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
で
受
賞
し
た
人

は
、
優
秀
賞
太
田
国
男
さ
ん
（
珠
川

第
四
）
、
努
力
賞
富
井
忠
治
さ
ん
（
珠

川
第
四
）
で
す
。

昭和49年度新潟県繭多収穫番付
　　（十日町市関係抜すい）

横
綱
福
島
源
一

前
頭
太
田
国
男

〃〃〃〃〃〃〃〃

富
井
松
太
郎

山
本
　
　
茂

富
井
忠
治

金
沢
一
勇

金
井
徳
富

富
井
慶
太
郎

福
島
富
三

川
田
音
次
郎

二
、
九
八
四
㎏

一
、
二
二
四
㎏

一
、
Ω
二
㎏

　
九
三
六
㎏

　
八
八
二
㎏

　
八
五
二
㎏

　
七
七
五
㎏

　
七
三
五
㎏

　
六
七
九
㎏

　
六
五
四
㎏

（第3種郵便物認可）昭和50年5月10日とお∬夢3（5）

だ
ま
号
が
発
車
し
ま
す

蚤
聾
響
0
8
曇
8
9
δ
3
＝
言
○
甲
・
3
＝
。
・
7
・
温
一
…
・
1
三
9
8
●
甲
。
・
一
一
＝
＝
◆

婁
博
畿
頴

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
に

　
五
月
か
ら
、
巡
回
文
庫
「
こ
だ
ま

号
」
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
巡
回

の
時
間
等
で
一
部
変
更
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
月
刊
こ
だ

ま
」
の
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
だ
ま
号
利
用
の
し
か
た

　
巡
回
コ
ー
ス
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
が
、
き
ま
っ
た
曜
日
の
き
ま

っ
た
時
問
に
テ
ー
マ
音
楽
を
流
し

て
ま
わ
り
ま
す
。
こ
だ
ま
号
を
は

じ
め
て
利
用
す
る
と
き
は
、
用
意

し
て
あ
る
登
録
票
に
氏
名
、
住
所
、

勤
務
先
（
学
校
名
）
な
ど
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
は
一
人
二
冊

ま
で
。
な
お
、
読
み
た
い
本
が
見
つ

か
ら
な
い
時
は
、
こ
だ
ま
号
に
用

8
3
3
？
一
マ
＆
3
．
2
◆
響
・
8
畠
？
占
9
呂
一
3
2
1
・
己
・
．
3
。
8
呂
2
0
2

石
　
坂
　
賢
　
次
（
市
交
通
安
全
協
会
長
）

　
幼
児
は
身
の
回
り
の
も
の
に
好
奇

心
を
持
ち
、
探
究
心
や
冒
険
心
が
強

く
、
何
で
も
体
験
し
た
が
る
の
が
特

徴
で
す
が
、
危
険
に
対
す
る
心
構
え

と
か
備
え
と
い
っ
た
も
の
が
全
然
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
心
身
の
発
達
が
未
熟
な
た

、
め
、
注
意
の
分
散
な
ど
が
で
き
ず
、

大
人
ガ
注
意
し
ろ
と
言
っ
て
も
、
注

意
の
仕
方
が
大
人
と
は
違
う
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
・
8
墨
冨
8
＆
■
3

　
し
か
し
、
四
、
五
歳
位
に
な
る
と

実
際
の
場
所
で
、
具
体
的
に
行
動
し

て
み
せ
る
と
、
そ
の
通
り
や
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
親
子
で
外
出
す
る
機

会
を
多
く
し
、
そ
こ
で
お
母
さ
ん
が

良
い
手
本
を
示
し
た
り
、
幼
児
に
危

、
険
な
行
動
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
そ
の

場
で
安
全
な
行
動
の
仕
方
を
実
践
さ

せ
て
、
安
全
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う

に
助
け
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

意
し
て
あ
る
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け

ご
希
望
に
添
う
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。
　
巡
回
日

　
〈
中
条
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
水

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
座
（
新
座
分
館

前
）
四
日
町
新
田
（
鎮
守
様
）
四
日
町

（
二
瓶
砂
利
車
庫
前
）
本
町
六
（
十
日

町
シ
ル
ク
入
口
）
八
幡
（
高
長
醸
造

前
）
市
之
沢
（
作
業
所
前
）

　
〈
下
条
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
水

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
上
新
田
（
上
新
田

分
館
前
）
水
口
（
下
組
分
館
前
）
願
入

　
2
　
1
　
8
8
零
・
る
‘
一
＝
言
●
．
1
　
8
韮
・
雪
髪
3
・
○
　
ら
3
一
警
8

　
特
に
今
回
は
、
道
路
横
断
の
時
に

必
要
な
つ
ぎ
の
事
を
お
母
さ
ん
は
実

践
し
、
お
子
さ
ん
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は

　
多
少
の
廻
り
道
で
も
横
断
歩
道
を

　
渡
る
。

O
近
く
に
横
断
歩
道
の
な
い
所
で
は

　
必
ら
ず
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
左

　
右
を
確
認
し
、
車
の
来
な
い
こ
と

　
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。

○
車
の
直
前
や
直
後
を
横
切
っ
た
り

　
斜
め
横
断
を
し
な
い
。

0
横
断
禁
止
の
標
識
の
あ
る
所
は
、

　
渡
ら
な
い
。
（
歩
行
者
に
必
要
な
標

　
識
を
覚
え
る
こ
と
）

0
信
号
機
の
あ
る
所
は
、
信
号
に
従

　
っ
て
横
断
す
る
。

0
横
断
は
早
目
に
さ
っ
さ
と
渡
る
。

（
冬
季
分
校
脇
）
漉
野
（
東
下
組
小
学

校
下
）
ニ
タ
子
（
冬
季
分
校
前
）

　
〈
水
沢
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
金

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
野
中
（
野
中
小
入

口
）
細
尾
（
作
業
所
前
）
姿
（
神
社
鳥
居

前
）
当
間
（
鎮
守
様
）
水
沢
（
丸
山
醤

油
工
場
脇
）
馬
場
（
馬
場
小
入
口
）

　
〈
吉
田
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
金

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
島
（
西
野
武
雄
宅

脇
）
稲
葉
（
神
社
境
内
）
山
谷
（
火
の
見

や
ぐ
ら
下
）
小
泉
（
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
）
南
鐙
坂
（
太
田
貞
二
宅
前
）
高
島

（
丸
五
商
店
前
）

　
〈
飛
渡
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三
火

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
轟
木
（
藤
木
卯
吉

宅
前
）
池
谷
（
曽
根
藤
一
郎
宅
前
）
魚

之
田
川
（
波
形
卯
二
宅
入
口
）
菅
沼

（
岩
田
磐
雄
宅
前
）
東
枯
木
又
（
阿
部

未
松
宅
入
口
）

　
〈
美
佐
島
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
一
・
三

土
曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
田
川
町
三
（
八
島

勉
宅
脇
）
江
道
（
庭
野
房
吉
宅
前
）

⑫
山
路
野
会
・
や
ま
み
ち
の
か
い
・

　
十
日
町
山
路
野
会
（
会
長
上
村

紘
一
）
で
は
、
十
四
期
の
会
員
募
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
会
は
、
四

季
折
々
装
い
を
変
え
る
自
然
を
友

と
し
て
、
初
歩
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
、
中
級
山
岳
ま
で
幅
広
く
歩

い
て
い
ま
す
。

　
現
在
七
十
名
の
会
員
が
お
り
、

毎
月
五
巳
と
二
十
日
、
公
民
館
で

津
池
（
小
林
唯
七
宅
前
）
赤
倉
（
庭

野
福
太
郎
宅
前
）

　
〈
六
箇
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
土

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
村
（
農
協
六
箇

支
所
前
）
田
麦
（
田
麦
公
民
館
前
）
船

坂
（
三
叉
路
）
大
黒
沢
（
公
会
堂
前
）

　
〈
川
治
コ
ー
ス
〉
毎
月
第
二
・
四
火

曜
日
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
春
日
町
（
春
日
公

園
）
城
之
古
（
小
林
桐
材
店
前
）
谷

内
丑
（
集
会
所
前
）
工
場
団
地
（
飯
林

㈱
工
場
前
）
関
根
（
地
蔵
堂
前
）
長

里
（
三
叉
路
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
違
反

行
政
罰
一
点

　
時
速
四
十
キ
ロ
層
以
上
の
最
高
速

度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
道
路
で
、
運

転
者
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い

で
、
ま
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な

い
者
を
乗
せ
て
二
輪
車
を
運
転
し
た

場
合
は
、
新
た
に
行
政
処
分
の
基
準

点
数
一
点
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
運
転
免
許
手
数
料
の
引
上
げ

道
交
法
の
一
部
改
正

　
試
験
手
数
料
（
普
通
免
許
の
場
合
、

ヵ
ッ
コ
内
は
旧
料
金
）

　
証
紙
千
円
（
八
百
円
）
現
金
（
試

験
車
使
用
）
五
百
円
（
四
百
円
）

　
交
付
手
数
料
（
新
規
の
場
合
）

　
証
紙
七
百
円
（
五
百
円
）

　
再
交
付
手
数
料
（
一
・
二
種
免
許

の
場
合
）
証
紙
千
二
百
円
（
七
百
円
）

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
入
会
希
　
…

望
の
方
は
五
月
二
十
日
午
後
七
時

市
公
民
館
で
開
か
れ
る
例
会
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
例
会
に
出
席
で
き
な
い

方
は
、
水
野
正
則
（
本
町
四
丁
目
、

井
筒
屋
ビ
ニ
ー
ル
店
魯
二
⊥
一
四

八
一
番
）
方
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
更
新
手
数
料
（
一
・
二
種
免
許
の

場
合
）
千
三
百
円
（
千
円
）

　
補
聴
器
使
用
者
に
も
一
種
免
許
の

　
受
験
資
格
が

　
適
性
検
査
の
科
目
の
う
ち
、
聴
力

に
つ
い
て
は
、
一
種
免
許
に
限
り
、

難
聴
の
場
合
で
も
補
聴
器
を
利
用
し

て
十
灯
の
距
離
で
9
0
ホ
ー
ン
の
警
音

器
の
音
が
き
こ
え
れ
ば
合
格
基
準
に

適
合
。昭
和
50
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
登

録
審
査
会
を
つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

　
と
き

　
六
月
十
七
日
午
前
十
時
～
午
後
三

時
ま
で
。

　
と
こ
ろ

　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館
（
長
岡
市

城
内
町
一
）

　
持
参
す
る
も
の

　
O
銃
砲
刀
剣
類
○
警
察
署
か
ら
交

付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出

受
理
証
〇
五
百
円
の
新
潟
県
収
入
証

紙
（
一
件
）
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略
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南
新
田
町
な
ど
新
設

　
　
行
政
区
域
の
名
称
を
変
更

　
去
る
四
月
一
日
か
ら
行
政
区
域
の
名
称
変
更
及
び
新
設
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
新
行
政
区
域
は
、
大
黒
沢
第
一
を
分
割
し
「
大
黒
沢
第
一
」

と
「
大
黒
沢
第
二
」
に
し
、
黒
沢
団
地
を
「
大
黒
沢
東
」
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
稲
荷
町
一
一
一
丁
目
東
」
「
南
新
田
町
」
を
新

し
く
設
定
し
ま
し
た
。

」
〔
「
　

］
臼
画

］
薩
園

、

覇麟
　＼』、父・ソ　　啄
　　　　騨　　　　通
　　　　　　　　　㌧）

、ll＼

ゾ
”
し
こ
い
消
馨
⑫

b
鍋

　
　
○
ア
ル
マ
イ
ト
製
品

ジ　　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
腐
食
を

　
　
防
ぐ
た
め
、
酸
化
被
膜
を
か

e
　
　
け
て
い
ま
す
。
白
っ
ぼ
い
の

　
　
と
、
黄
色
っ
ぼ
い
の
が
あ
り
、

　
　
後
者
の
篠
酸
加
工
の
方
が
二

稲荷町3丁目東

緑
の
窓
ロ
を
開
設

　
長
年
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
十
日
町
駅
の

「
緑
の
窓
口
」
が
五
月

二
十
四
日
か
ら
開
設
さ
れ
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
、
。

井
口
さ
ん
に
勲
五
等

瑞
宝
章

　
こ
の
ほ
ど
春
の
叙
勲
が
行
な
わ
ネ
、

本
市
で
は
、
井
口
清
一
さ
ん
（
天
池
）

が
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
p
）
た
、
．

井
口
さ
ん
は
、
水
沢
村
長
、
水
沢
村

農
協
組
合
長
、
中
魚
沼
養
老
院
理
事

等
を
歴
任
。
多
年
地
方
自
治
発
展
に

貢
献
し
た
も
の
で
す
。

ソ
・
　
　
　
　 四翻解q四日町

薯、懸蕪1』

　　　　　　幽廻騨魎螺
　　　一ノ，ξ　～駄　轟心ご一⇒鼻鼻’一

、

　
　
さ
な
ら
重
い
も
の
を
。
②
焼

ら　　
き
む
ら
や
、
ブ
ツ
ブ
ツ
の
な

　
　
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。

　
　
○
無
水
な
べ

⇔
　
　
　
厚
手
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

　
　
で
、
表
面
に
加
工
が
し
て
あ

　
　
り
ま
す
。
か
ら
だ
き
、
強
火
、

　
　
天
火
の
代
用
は
無
理
。

夢
戯
講
葡

　　　　　　　　ノ

の仙。幾
　　　　　柘・†高藻研

曾
貧
る

筆
隻
の

に
於
い
…・

0

4
ら
、

5κ

琴鞘」¢

蓋
っ魚

、
浸

芸
一
粟
乞

り
し
‘
に

亀
セ
萎
芝
3

＝
《
に
3
い
略

　
稲
作
転
換
実
施
計
画
書

　
の
提
出
は
5
月
2
0
日
ま

　
で
に

　
稲
作
転
換
（
植
林
、
養
魚
池
等
を
含

む
）
を
実
施
し
て
も
、
計
画
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

で
ま
せ
ん
の
で
、
稲
作
転
換
を
実
施

す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
五
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
非
農
家
の
方
も
、
農

事
連
絡
員
あ
喝
い
は
、
市
農
林
課
ま

で
お
い
で
い
た
だ
き
、
計
画
書
に
記

入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅

　
　
資
金
貸
付
制
度
の
ご

　
　
利
用
を

　
県
で
は
、
居
住
用
住
宅
を
新
増
改

築
（
購
入
）
す
る
勤
労
者
を
対
象
に

勤
労
者
住
宅
資
金
借
入
れ
申
し
込
み

を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
貸
付
条
件

　
貸
付
金
額
…
三
十
万
円
以
上
百
五

十
万
円
ま
で
。
　
（
住
宅
金
融
公
庫
融

資
と
の
併
用
可
能
）

　
利
率
…
年
利
八
％

　
年
収
…
お
お
む
ね
八
十
万
円
～
二

　
　
4
3
嵐
う
“
“
　
　
辱

　
　
　
　
《
ん
気
ん
蔭
シ

　
　
　
　
弄
ん
慧
（

　
　
　
げ

　
　
　
　
衷
昼
：
－

　
　
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
、
㌧
之
音
マ

4　　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
へ

　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
ε
界
。
ノ

百
五
卜
万
円
ま
で
の
人

　
償
還
方
法
…
十
年
以
内
の
元
金
均

等
月
賦
償
還

　
取
扱
金
融
機
関
…
第
四
、
北
越
、

新
潟
相
互
、
大
光
相
圧
銀
行
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
商
工
労
働

部
労
政
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
県
商
工
労
働

部
労
政
課
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
桑
原
一
郎
（
名
ケ
山
）
…
十
万

円
　
▽
山
内
与
喜
男
（
本
町
二
）
…

五
万
円
　
▽
コ
モ
市
親
善
使
節
団
…

二
万
二
千
百
円
　
▽
竹
内
　
真
（
川

治
下
町
）
…
九
百
円
　
▽
後
藤
唯
七

（
高
田
町
三
）
香
典
返
し
…
五
万
円

▽
春
日
由
三
…
八
千
円
　
▽
十
高
旧

一
年
五
組
…
三
千
八
百
三
十
一
円

▽
と
く
名
…
千
円

　
市
職
員
を
募
集

昭
和
五
十
年
六
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　
○
用
務
員
…
三
名
（
勤
務
場
所
は

東
小
学
校
、
馬
場
小
学
校
、
飛
渡
第

二
小
学
校
）

　
受
験
資
格

　
年
齢
四
十
五
歳
ま
で
の
男
子
で
、

原
付
免
許
を
有
す
る
者
。
た
だ
し
東

小
学
校
勤
務
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
が
必
要
で

す
。
　
受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
五
十
年
五

月
十
二
日
か
ら
、
五
月
二
十
一
日
午

後
五
時
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
つ
ぎ

の
書
類
を
提
出
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
イ
、
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申

込
書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
）

　
ロ
、
免
許
証
の
写

　
ハ
、
身
体
検
査
書
（
用
紙
は
市
役

所
総
務
課
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総
務

課
（
魯
七
f
三
一
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
入
場
税
法
を
改
正

　
昭
和
5
0
年
度
税
制
改
正
の
一
環
と

し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
入
場
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
回
の
入
場
料
金
が
つ
ぎ
の

金
額
以
下
の
と
き
は
、
課
税
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
十
日
町

税
務
署
）

　
免
税
点
　
映
画
　
千
五
百
円

　
演
劇
、
演
芸
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

ま
た
は
見
せ
物
　
三
千
円

　
ふ
る
さ
と
の
味
を
郵
便
で

　
本
格
的
な
山
菜
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
山
菜
を
小
包
郵
便
物
で
友

人
等
に
贈
る
と
き
は
、
四
㎏
以
内
に

包
装
し
速
達
小
包
で
お
出
し
く
だ
さ

い
。
な
お
郵
便
番
号
、
荷
札
二
枚
を

お
忘
れ
な
く
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

　
中
条
地
区
公
民
館
を

　
市
農
協
中
条
事
業
所

　
内
へ
移
転

　
中
条
地
区
公
民
館
改
築
に
伴
い
、

事
務
所
を
五
月
十
五
日
か
ら
当
分
の

間
、
市
農
協
中
条
事
業
所
内
に
移
転
．

し
ま
す
。

■市勢／人ロ・…50，322人（男24，409人・女25，913人）／世帯数…11，482／面積一211．44k㎡（4月1日現在

6盈
□224号□

　恒例の小唄まつり協賛県下青年大相撲大会は、去る6日午前10時から

諏訪神社境内で開かれ、小雨のなか熱戦を展開した・

　これは、十日町相撲協会主催で行なわれたもので、県下約80人（地元

約20人）の選手が参加。個人・団体選、3・5人抜き等を競いあった・

　なお、同日は時津風一門5人の力士が特別参加し、大会に花を添えた・


